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本年になり，STAP細胞の真偽について，マスコミは連日，過熱報道し

ています．われわれ整形外科医にとっても，運動器の再生医療を考えるうえ

で，極めて関心の高い研究であります．その存在については，今後の検証を

待つ必要がありますが，最も大切なことは，この発見が「新奇」というだけ

でなく，「真実」であるかどうかという点であります．研究者は，私自身も

含め，真偽を確かめず，新奇なものに興味を持ち，飛びつきがちです．ま

た，超一流雑誌の「Cell」や「Nature」に掲載されれば，学会やマスコミ

も騒ぎ立てるという危険な傾向もあります．発見は，掲載雑誌やimpact
 

factorによって評価されるのではなく，本来，「人類への貢献度」で評価さ

れるべきです．その素晴らしい実例が，緑色蛍光タンパク(GFP)遺伝子を

単離し，2008年にノーベル賞を受賞した下村脩博士の論文です．1962年に，

一般にはあまり知られていない，J Cellular and Comparative Physiology
という雑誌に掲載されました．しかし，以後の被引用回数は，膨大すぎて計

算不能だそうです．さらに，GFPを用いた研究は，医学のみならず，生物

学，基礎科学の領域で，あまりに基本

ました．

的手法になり過ぎて，最近で

は，下村論文を引用する研究者もいないのが現状です．つまり，いかに

「新」であるかよりも，いかに「真」であるかが最も重要であります．整形

外科の研究論文でも，「新」であれば，上司や教授に評価され，一流雑誌に

掲載され，一時的には脚光を浴びることがしばしばあります．しかし，それ

が「真」でなければ，一瞬のうちに消え去り，忘れ去られるものであり，実

に寂寞たるものです．自警の念を持って，真理の探究に努めたいと思います．

さて，今月号の誌上シンポジウムでは，高井信朗教授の企画で，「MIS人

工膝関節置換術の現状と展望」を掲載し

能を有す

MIS人工膝関節置換術の

歴史から，手術手技，コツとピットフォール，臨床評価など，最新の知見を

学ぶことができる内容になっております．最新基礎科学では，「ヨードコー

ティング・インプラント」を取り上げました．産学連携研究から生まれ，臨

床での早期実用化が期待される感染制御

信じてお

る新規インプラントの紹介

です．連載，臨床経験など原著論文も，大変興味深い内容になっており，明

日からの診療に必ずお役に立てるものと

． (吉川

ります．ぜひご一読くださ

い 秀樹)
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